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教養教育科目

大学入門

科目

共通基礎科目 基本教養科目 イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

共通教職科目

外
国
語

科
目

情報リテラシー

科目

自
然
科
学
と
技
術
の
分
野

文
化
の
分
野

現
代
社
会
の
分
野

体
育
実
技
Ⅰ

体
育
実
技
Ⅱ

大
学
入
門
科
目
Ⅰ

大
学
入
門
科
目
Ⅱ

英
　
語

情
報
基
礎
概
論

情
報
基
礎
演
習
Ⅰ

情
報
基
礎
演
習
Ⅱ

１ 

基
礎
的
な

　 

知
識
と

　 

技
能

(1) 市民社会の一員として共通に求められる基礎的な知識と技能 ○ ○ ○ ○ ○

(2) 市民社会の一員として思考し活動するための技能 ○ ○ ○ ○ ○

(3) 専門分野に必要とされる基礎的な知識・技能

２ 

課
題
発
見
・

　 

解
決
能
力

(1) 現代的課題を見出し，解決の方法を探る能力 ○ ○ ○

(2) プロフェッショナルとして課題を発見し解決する能力

(3) 課題発見につながる協調性と指導力 ○ ○ ○
３ 

個
人
と
社
会
の

　 

持
続
的
発
展
を

　 

支
え
る
力

(1) 多様な文化と価値観を理解し共生に向かう力 ○

(2) 地域や社会への参画力と主体的に学び行動する力 ○

(3) 高い倫理観と社会的責任感 ○
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学部・学科

教養教育科目

大
学
入
門
科
目

共通基礎科目 基本教養科目 イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

共通教職科目

合
　
計

外
国
語
科
目

情報リテラシー科目
自
然
科
学
と
技
術
の
分
野

文
化
の
分
野

現
代
社
会
の
分
野

体
育
実
技
Ⅰ

体
育
実
技
Ⅱ

大
学
入
門
科
目
Ⅰ

大
学
入
門
科
目
Ⅱ

英
　
語

講義 演習

情
報
基
礎
概
論 

情
報
基
礎
演
習
Ⅰ 

情
報
基
礎
演
習
Ⅱ 

理
工
学
部

数理科学科 2 2 4 18 8 34

物理科学科 2 2 4 18 8 34

知能情報システム学科 2 2 4 2 1 4 8 8 31

機能物質化学科 2 2 4 1 1 14 8 32

機械システム工学科 2 2 4 1 1 10 8 28

電気電子工学科 2 2 4 2 1 16 8 35

都市工学科 2 2 4 2 1 12 8 31
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～
～

能力・技術検定試験と認定基準

認定科目 認定単位数 評価
TOEFL-ITP TOEFL-IBT

TOEIC
（TOELC-IPを含む）

英検

520-560 68-83 640-760 準１級 英語B

英語C

１単位
認定

561以上 84以上 765以上 １級 ２単位まで

認定基準，認定科目，認定単位数，及び評価

英語
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数理科学科における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ）

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

大学入門科目II

英語A 英語B 英語C 英語D

微分積分学基礎I 微分積分学基礎II

微分積分学基礎演習I 微分積分学基礎演習II 理工学基礎科学

線形代数学基礎I 線形代数学基礎II

線形代数学基礎演習I 線形代数学基礎演習II

数理文書作成 微分積分学I 微分積分学II 代数学I 代数学II

微分積分学演習I 微分積分学演習II 代数学III 幾何学II

線形代数学 代数学基礎 幾何学I 解析学II

線形代数学演習 代数学基礎演習 幾何学III 微分方程式論II

集合・位相I 集合・位相II 解析学I 複素関数論II

集合・位相演習I 集合・位相演習II 解析学演習 確率解析学

理工学基礎技術 数理科学英語 微分方程式論I

プログラミング 微分方程式論演習

理工学基礎科学 複素関数論I

複素関数論演習

数理文書作成 微分積分学I 微分積分学II 代数学I 代数学II

微分積分学演習I 微分積分学演習II 代数学III 幾何学II

線形代数学 代数学基礎 幾何学I 解析学II

線形代数学演習 代数学基礎演習 幾何学III 微分方程式論II

集合・位相I 集合・位相II 解析学I 複素関数論II

集合・位相演習I 集合・位相演習II 解析学演習 確率解析学

数理科学英語 微分方程式論I

プログラミング 微分方程式論演習

複素関数論I

複素関数論演習

大学入門科目I 大学入門科目II

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

数理文書作成 微分積分学I 微分積分学II 代数学I 代数学II

微分積分学演習I 微分積分学演習II 代数学III 幾何学II

線形代数学 代数学基礎 幾何学I 解析学II

線形代数学演習 代数学基礎演習 幾何学III 微分方程式論II

集合・位相I 集合・位相II 解析学I 複素関数論II

集合・位相演習I 集合・位相演習II 解析学演習 確率解析学

数理科学英語 微分方程式論I

プログラミング 微分方程式論演習

複素関数論I

複素関数論演習

大学入門科目I 大学入門科目II

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

理工学基礎技術 理工学基礎科学

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

学位授与
の方針

授　業　科　目　名

基本教養科目 (自然科学と技術、文化、現代社会の分野）

基本教養科目 (自然科学と技術の分野）

数学講究及び
卒業研究

数学講究及び
卒業研究

標準修得
単位数
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知能情報システム学科 標準履修モデル（平成２８年度以降入学）

※ 成績優良者は2年次に「情報社会と倫理」「確率統計」「情報と職業」「デジタル通信技術」を履修可

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 計

後
期

前
期

後
期

科
学
英
語
Ⅱ

13
～
19

前
期

科
学
英
語
Ⅰ

11
～
17

後
期

英
語
D

17
～
21

前
期

英
語
C

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅱ

16
～
20

後
期

英
語
B

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
演
習
Ⅰ

20
～
22

前
期

英
語
A

情
報
基
礎
演
習
Ⅰ

20
～
22

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 125

４
年
次

卒
業
研
究

12

３
年
次

イ
ン
タ
ー

フ
ェ

イ
ス

Ⅳ

情
報
社
会
と
倫
理
※

情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク

実
験

モ
デ
リ
ン
グ
と

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

モ
デ
リ
ン
グ
・

シ
ミ
ュ

レ
ー

シ
ョ

ン

実
験

イ
ン
タ
ー

フ
ェ

イ
ス

Ⅲ

確
率
統
計
※

情
報
シ
ス
テ
ム
実
験

シ
ス
テ
ム
開
発
実
験

オ
ペ
レ
ー

テ
ィ

ン
グ

シ
ス
テ
ム

計
算
機

ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ

オ
ブ
ジ
ェ

ク
ト

指
向
開
発

デ
ー

タ
ベ
ー

ス

形
式
言
語
と

オ
ー

ト
マ
ト
ン

ハ
ー

ド
ウ
ェ

ア
実
験

工
業
数
学
Ⅰ

情
報
理
論

デ
ー

タ
構
造
と

ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

ソ
フ
ト
ウ
ェ

ア
工
学

１
年
次

大
学
入
門
科
目
Ⅱ

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

概
論
Ⅰ

２
年
次

イ
ン
タ
ー

フ
ェ

イ
ス

Ⅱ

専
門
周
辺
科
目

工
業
数
学
Ⅱ

イ
ン
タ
ー

フ
ェ

イ
ス

Ⅰ

専
門
周
辺
科
目

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

概
論
Ⅱ

論
理
設
計

基
礎
解
析
学
Ⅱ

大
学
入
門
科
目
Ⅰ

情
報
基
礎
概
論

情
報
数
理
Ⅰ

情
報
数
理
Ⅱ

線
形
数
学
Ⅰ

技
術
文
書
作
成

線
形
数
学
Ⅱ

基
礎
解
析
学
Ⅰ

専
門
選
択
科
目

（
合
計
16
単
位
以
上
）

基
本
教
養
科
目

・
4
単
位
：
自
然
科
学
と
技
術
の
分
野

・
8
単
位
：
文
化
の
分
野

現
代
社
会
の
分
野

〜
〜

〜
〜

〜
〜
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58

分
離
化
学

 ・
 

 ・

・
先
端
無
機
化
学

 
I・
有
機
金
属
化
学
II 

・
構
造
化
学

 

 ・
 量
子
化
学
I

・分
子計
測学
・化
学工
学基
礎I

無
機
化
学
II・
錯
体
物
性
化
学

・
機
能
有
機
化
学
I・
構
造
生
物
化
学

 C
    
化
学
熱
力
学
II・
量
子
化
学
II

 D
   物
質
循
環
化
学
・
溶
液
化
学
・
化
学
工
学
基
礎

II

28
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イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

化
学
基
礎
  I
  及
び
演
習

化
学
基
礎
  II
  及
び
演
習

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

化
学
基
礎
  II
I  
及
び
演
習

化
学
基
礎
  I
V 
 及
び
演
習

I
II

III
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イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

化
学
基
礎
  II
I  
及
び
演
習

化
学
基
礎
  I
V 
 及
び
演
習

I
II

III

I
II

III

I
II

III

化
学
基
礎
  I
  及
び
演
習

化
学
基
礎
  II
  及
び
演
習
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イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
科
目

化
学
基
礎
  II
I  
及
び
演
習

化
学
基
礎
  I
V 
 及
び
演
習

I
II

III

I
II

III

I
II

III

化
学
基
礎
  I
  及
び
演
習

化
学
基
礎
  II
  及
び
演
習
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1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
(1)

大学入門科目II 生産システム概論 自動車工学 エネルギー変換工学II
技術者倫理

(2) 技術者倫理
(3) 微分積分学I 微分積分学II

微分積分学演習I 微分積分学演習II
線形代数学 ベクトル解析学 確率･統計
線形代数学演習

物理学概説
工業力学I 工業力学II 機械力学I 機械力学II
工業力学演習I 工業力学演習II

(4) 情報基礎演習I 情報基礎演習II
機械工作I 機械工作II

機構学
図学製図 機械要素設計製図II

材料力学I 材料力学II 弾・塑性力学
材料力学演習
流体工学 流体力学 流体機械 圧縮性流体力学
流体工学演習
熱力学I 熱力学II 伝熱工学 エネルギー変換工学I
熱力学演習

数値計算法
機械材料
機械設計I 機械設計II トライボロジー概論

機械制御I 機械制御II
計測工学 基礎電気電子工学

メカトロニクス
ロボット工学

(5) 大学入門科目II
図学製図 機械要素設計製図I 機械要素設計製図II 機械工学設計製図

機械工作実習I 機械工作実習II
機械工学実験II
創造工学演習

(6) 大学入門科目II
機械工学実験I 機械工学実験II

創造工学演習

(7) 英語A 英語B 英語C 英語D
実用英語基礎I 実用英語基礎II 科学技術英語
情報基礎演習I
大学入門科目II 機械工学実験I 機械工学実験II

創造工学演習

(1) 大学入門科目II
情報基礎演習I 情報基礎演習II
微分積分学演習I 微分積分学演習II
工業力学演習I 工業力学演習II

線形代数学演習
材料力学演習
流体工学演習
熱力学演習
機械要素設計製図I 機械要素設計製図II 機械工学設計製図

機械工学実験I 機械工学実験II
創造工学演習

(2) 大学入門科目II
機械工作実習I 機械工作実習II

機械工学実験I 機械工学実験II
(3)
(1)

大学入門科目I インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目
技術者倫理

(2) インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目
周辺科目 周辺科目

(3) インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目
技術者倫理

21 21 20 21 20 20 6 6

3

基本教養科目（文化、現代社会の分野）

標準修得
単位数

学位授与
の方針

授 業 科 目 名

1

基本教養科目（文化、現代社会の分野）

2

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究
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Islam Khan

Graduation Project for Mechanical Engineers
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Islam Khan
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Plan Do Check Action
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Plan Do Check Action



−　101　−



−　102　−



−　103　−



−　104　−

電気電子工学科における教育目標を達成するための授業科目の流れ（カリキュラムマップ）

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

基礎物理学A 基礎物理学B

技術者倫理

技術者倫理

英語A 英語B 英語C 英語D

技術英語

電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

情報基礎概論

情報基礎演習I

電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

微分積分学A及び演習 微分積分学B及び演習 微分方程式及び演習

複素関数論

線形代数学A及び演習 線形代数学B及び演習
電気系基礎数学及び演習 ベクトル解析学

基礎力学

基礎物理学A 基礎物理学B

情報処理演習

電気回路A及び演習 電気回路B及び演習 電気回路C及び演習 電気回路D及び演習

電磁気学A及び演習 電磁気学B及び演習 電磁気学C及び演習 電磁気学D及び演習

電子回路A及び演習 電子回路B及び演習
(8) 電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

論理回路 アナログ回路設計 LSI回路設計 マイクロ波光工学

信号解析論 電気電子材料学 オプトエレクトロニクス

電子計測 半導体デバイス工学 プラズマエレクトロニクス

電子物性論 電気機器学 環境電気工学

工業力学 システム制御学 電気法規及び電力管理

エネルギーシステム工学 プログラミング論及び演習 エネルギー変換工学

情報通信工学 電気設計学 パワーエレクトロニクス

基礎情報理論 コンピュータ概論

情報伝送工学

集積回路デバイス工学

電気電子工学学外実習 電気電子工学学外実習

電気電子工学特別講義 電気電子工学特別講義 電気電子工学特別講義

大学入門科目I 大学入門科目II

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

技術者倫理

専門周辺科目区分I
（科学・技術）

専門周辺科目区分I
（科学・技術）

専門周辺科目区分I
（科学・技術）

(2) 電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

大学入門科目I 大学入門科目II

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

電気電子工学実験A 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目 インターフェース科目

技術者倫理

21 21 23 23 22 22 6 6

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

卒業研究

授　業　科　目　名

1

基本教養科目 (自然科学と技術、文化の分野）

基本教養科目 (現代社会の分野）

基本教養科目 (自然科学と技術の分野）

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

（６）

(7)

（９）

卒業研究

卒業研究

2

（１）

（３）

3

（１）

（２）

（３）

学位授与
の方針

標準修得
単位数



−　105　−



−　106　−



−　107　−



−　108　−



−　109　−



−　110　−



−　111　−



−　112　−



−　113　−



−　114　−





都市・地域環境計画







−　119　−



−　120　−



−　121　−





−　122　−



−　123　−



−　124　−



−　125　−



−　126　−



−　127　−



−　128　−



−　129　−



−　130　−



−　131　−



−　132　−



−　133　−



−　134　−

自由

科目

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

機 能 物 質 化 学 PBL 2



−　135　−



−　136　−

自由

科目

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

機 能 物 質 化 学 PBL 2



−　137　−



−　138　−

自由

科目

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

機 能 物 質 化 学 PBL 2



−　139　−



−　140　−



−　141　−



−　142　−

自由

科目

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

機 能 物 質 化 学 PBL 2



−　143　−



−　144　−

自由

科目

イ ン タ ー ン シ ッ プ 2

機 能 物 質 化 学 PBL 2



−　145　−



−　146　−



−　147　−



−　148　−



−　149　−



−　150　−



−　151　−



−　152　−



−　153　−



−　154　−



−　155　−



−　156　−



−　157　−



−　158　−



−　159　−



−　160　−



−　161　−



−　162　−



−　163　−



−　164　−



−　165　−



−　166　−



−　167　−



−　168　−



−　169　−



−　170　−



−　171　−



−　172　−



−　173　−



−　174　−



−　175　−





−　176　−



−　177　−



−　178　−



−　179　−

―

―

―



−　180　−

―

―

―



−　181　−





−　182　−

９．教育職員免許状の取得について

　教育職員免許状を取得しようとする者は，教育職員免許法及び教育職員免許法施行規則に定められている単位を修得

する必要があります。

　免許法に定められている単位を修得するためには，卒業要件以外の授業科目の単位を修得する必要と，介護等体験や

教育実習があり，さらにそれらに参加するためのガイダンスにも出席しなければなりません。相当の努力が必要である

とともに，授業科目の学年・学期配当や時間割も考慮するために，１年次から計画的に履修する必要があります。

１．免許状の種類と教科
　本学部で取得できる免許状は，下記のとおりです。

○理工学部で取得できる免許状の種類及び教科

☆　教職カルテ

　教職科目の「教職実践演習」を履修する際に必要となる履修記録です。免許状取得に必要な単位の修得状況や履

修上の課題や課題達成状況を記録し，教職チューターとの面談にも使用します。

　免許状を取得しようとする者は，必ず１年次の３月に申し込みをしなければなりません。

☆　教職実践演習

　「教職実践演習」は，免許状取得の必修科目として，最終年次に義務づけられているものです。

　この科目の履修を通じて，将来，教員になる上で，自己にとって何が課題であるのかを自覚し，必要に応じて不

足している知識や技能等を補い，その定着をはかることにより，教職生活をより円滑にスタートさせることを目的

としています。履修には，『教職カルテ』が必要となります。

☆　介護等体験について

　中学校教諭の免許状を取得しようとする者は，介護等体験が義務づけられています。具体的には，特別支援学校

及び社会福祉施設において，障がい者，高齢者等への介護・介助及び交流等を７日間行うものであり，３年次の６

月に事前指導を実施する予定です

学科・コース
免許状の種類及び教科

中学校教諭一種 高等学校教諭一種

数理科学科 数学 数学

物理科学科 理科 理科

知能情報システム学科 数学
数学

情報

機能物質化学科（物質化学コース） 理科 理科

機能物質化学科（機能材料化学コース）

機械システム工学科

電気電子工学科

都市工学科

工業
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年次 月 行　　事 注意事項等

１

４月 ・「教職に関する科目」，「教科に関する科目」の履修開始

３月

・教職チューターの決定

・教職カルテの申し込み 教員免許状取得予定者は必ず申し込むこと。

・教職カルテに関する説明会

・教職カルテの登録・入力

未登録者は『教職実践演習』（４年後期）履修を認

めない。

・教職チューターとの面談日程確認

・教職カルテ入力，教職チューターと面談（４月中旬まで）

２

９月
・教職チューターとの面談日程確認

・教職カルテ入力，教職チューターと面談（10 月中旬まで）

３月
・教職チューターとの面談日程確認

・教職カルテ入力，教職チューターと面談（４月中旬まで）

３

４月

・教育実習履修希望者説明会

・「４年次教育実習申出書」等必要書類提出

・介護等体験申込（中学校免許必修）

５月
・教職カルテ入力

・麻疹の抗体検査

６月
・実習校配属決定（佐賀市内中学校又は母校）

・介護等体験事前指導（特別支援学校）
介護等体験（社会福祉施設）の配属掲示。

７月
・介護等体験事前指導（社会福祉施設）

・教育実習日程についての説明会

８〜９月
・実習校訪問

・「実習校訪問報告書」提出
教育実習内諾依頼文書にて直接依頼すること。

８〜３月
・介護等体験参加

・教育実習準備活動参加（佐賀市内中学校配属者のみ）
特別支援学校：２日間，社会福祉施設：５日間

９月
・教職チューターとの面談日程確認

・教職カルテ入力，教職チューターと面談（10 月中旬まで）

２月 ・教育実習事前説明会

３月

・「教育実習届」提出

・教職チューターとの面談日程確認

・教職カルテ入力，教職チューターと面談（４月中旬まで）

４

４月

・教育実習事前指導 [ 全体 ] ①

・教育実習事前指導 [ 教科別 ] ②

・教育実習事前指導 [ 理工学部 ] ③

①〜③を無断欠席した者は教育実習の履修を放棄

したものとみなす。

５月 ・教職カルテ入力

５〜９月・『教育実習』実施期間

９月
・教職チューターとの面談日程確認

・教職カルテ入力，教職チューターと面談（９月末まで）

①及び②を無断欠席した者は教育実習の履修を放

棄したものとみなす。

10 月

・『教職実践演習』履修（中・高必修）

・教育実習事後指導 [ 全体 ] ①

・教育実習事後指導 [ 教科別 ] ②

戸籍抄本を準備すること。

・教員免許申請のための事前説明会

・教員免許状取得事前申請書・戸籍抄本の提出

１月 ・教員免許状の申請書類提出

３月 ・教員免許状の受領 学位記授与式

２．教育職員免許状取得のための年次計画

（変更する場合もあるため，学生センター前「教育実習」・「理工学部」の掲示板で詳細を確認すること。）

備考

・教育職員免許状取得のためには，１年次３月に教職カルテ登録の申し出を行い，４年次後期に「教職実践演習」を

受講しなければならない。

・教職カルテの登録，入力をしていない者は，原則「教職実践演習」の履修を認めない。

・上記の①〜③は教育実習に含まれるため、これを無断欠席した者は教育実習の履修を放棄したものとみなす。

年次 月 行　　事 注 意 事 項 等

4月
・説明会(新入生オリエンテーション)
・「教職に関する科目」，「教科に関する科目」の履修開始

・教員免許取得のための履修方法・注意事項の確認

10月 ・教職カルテの申し込み ・教員免許取得予定者は必ず申し込むこと

・教職カルテに関する説明会 ・教職カルテの必要性，記載内容の説明
　未登録者は『教職実践演習』（4年後期）履修を認めない

・教職カルテの登録・入力 ・取得希望免許状の種類・教職志望の動機・理由・理想的な
　教師像等記入(1年次)

・教職チューターとの面談日程確認，教職カルテ入力 ・1年次の自己評価・自身の課題を記入

・教職チューターと面談（4月履修登録期間内まで） ・2年次履修計画を立てておくこと

5月 ・教職カルテ入力 ・教職志望の動機・理由・理想的な教師像等記入(2年次)

6月 ・教育ボランティアの申し込み

8月 ・教育ボランティアへの参加

・教職チューターとの面談日程確認，教職カルテ入力 ・2年次の自己評価，教育ボランティア，自身の課題を記入

・教職チューターと面談（4月履修登録期間内まで） ・3年次履修計画を立てておくこと

・教育実習履修希望者説明会 ・教育実習参加資格及び取得単位の確認

・「４年次教育実習申出書」等必要書類提出

・介護等体験申込（中学校免許必修）

・教職カルテ入力 ・教職志望の動機・理由・理想的な教師像等記入（3年次）

・麻疹の抗体検査

・実習校配属決定（佐賀市内中学校又は母校）

・介護等体験事前指導（特別支援学校） ・介護等体験（社会福祉施設）の配属掲示

・介護等体験事前指導（社会福祉施設）

・教育実習履修希望者説明会(日程・内諾) ・今後のスケジュール，実習校訪問等及び事前準備活動等の
　注意事項

・実習校訪問 ・教育実習内諾依頼文書にて直接依頼すること
「実習校訪問報告書」提出

・介護等体験参加 ・特別支援学校：２日間，社会福祉施設：５日間

・教育実習準備活動参加（佐賀市内中学校配属者のみ）

・教育実習の事前説明会

・教育実習における倫理基準確認テスト実施

・教育実習参加資格確認及び『教育実習届』の提出

・教職チューターとの面談日程確認，教職カルテ入力 ・3年次の自己評価，介護等体験実施報告，自身の課題を記入

・教職チューターとの面談（3月末まで） ・教育実習に向けての準備状況等確認及び『誓約書』の提出

・教育実習参加資格判定・掲示 ・教育実習辞退届受付（～3月31日まで）

・教育実習事前指導[全体]①

・教育実習事前指導[教科別]②

・教職カルテ入力 ・教職志望の動機・理由・理想的な教師像等記入（4年次）

・『教育実習』実施期間

（5月～9月の中学校3週間，高等学校2週間）

6月 ・教職カルテ入力 ・教育実習実施後に成果と課題の記入

～・教育実習事後指導

9月 （教育実習終了後1か月以内）

・『教職実践演習』履修（中・高必修）（～2月まで）

・教育実習事後指導[全体]①

・教育実習事後指導[教科別]②

・教員免許申請のための事前説明会

・教員免許状取得事前申請書・戸籍抄本の提出

1月 ・教員免許状の申請書類提出

2月 ・教職カルテ入力 ・4年次の自己評価・自身の課題を記入（最終）

3月 ・教員免許状の受領 ・学位記授与式

備考 ・教育職員免許状取得のためには，1年次3月に教職カルテ登録の申し出を行い，4年次後期に「教職実践演習」を受講しなければならない。

・教職カルテの登録，入力をしていない者は，原則「教職実践演習」の履修を認めない。

・上記の教育実習事前・事後指導①及び②は，教育実習に含まれるため，これを無断欠席した者は教育実習の履修を放棄したものとみなす。

・①及び②を無断欠席した者は、教育実習の履修を放棄した
　ものとみなす

・①及び②を無断欠席した人は、教育実習の履修を放棄した
　ものとみなす

2月

3月

4月

5月

10月

3
年

4
年

2.　教育職員免許状取得のための年次計画

4月

5月

6月

7月

3月

（変更する場合もあるため，学生センター前「教育実習」・「理工学部」の掲示板で詳細を確認すること。）

1
年

3月

2
年

11月

8月

9月

・戸籍抄本を準備すること
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３．免許状に必要な単位（佐賀大学理工学部履修細則第10条第１項関係）

　下記に定める単位の修得が必要です。

【別表１】文部科学省令で定める科目（教育職員免許法施行規則第66条の６）

【別表２】「教科に関する科目」

【別表３】「教職に関する科目」

【別表４】「教科又は教職に関する科目」

最低修得単位数（教育職員免許法で定められている最低単位数）

免許状の種類

大学において修得することを必要とする最低単位数

教科に関する科目

【別表２】

教職に関する科目

【別表３】

教科又は教職に関する科目

【別表４】

中 学 校　教諭一種免許状 20 31 8

高等学校　教諭一種免許状 20 23 16

【別表１】文部科学省令で定める科目（教育職員免許法施行規則第66条の6）

文部科学省令の科目 学　科 授業科目
必要

単位数
備　考

日本国憲法 全学科 日本国憲法 2 教養教育科目（基本教養科目）

体育 全学科 体育実技Ⅰ・体育実技Ⅱ 2 教養教育科目（共通教職科目）

外国語コミュニケーション 全学科 英語 2 教養教育科目（外国語科目）

情報機器の操作

数理科学科 数理文書作成 2 専門科目（選択科目）

物理科学科 計算機物理学Ａ 2 専門科目（選択科目）

知能情報システム学科

プログラミング演習Ⅰ

プログラミング演習Ⅱ

技術文書作成

1

1

2

専門基礎科目（必修科目）

専門科目（必修科目）

機能物質化学科

機械システム工学科

情報基礎演習Ⅰ

情報基礎演習Ⅱ

1

1

教養教育科目

（情報リテラシー科目）

電気電子工学科

都市工学科

情報基礎概論

情報基礎演習Ⅰ

2

1

教養教育科目

（情報リテラシー科目）
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【別表３】教職に関する科目の履修について（平成28年度以降入学者用）

科目 各科目に含める必要事項 授業科目
単
位

修得すべき単位数
備考 

中学校 高等学校 

教 職 の 意 義 等

に関する科目

・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容（研修，服務

及び身分保障等を含む。）
・進路選択に資する各種の機会

の提供等

教職概説 2 2 2

教 育 の 基 礎 理

論 に 関 す る 科

目

・教育の理念並びに教育に関す

る歴史及び思想

教育原理 2 2 2

教育史 2

・幼児 , 児童及び生徒の心身の発

達及び学習の過程（障害のあ

る幼児 , 児童及び生徒の心身の

発達及び学習の過程を含む。）

発達と学習の心理学 2 2 2

・教育に関する社会的 , 制度的

又は経営的事項

現代教育論 2 2 2

社会教育概論Ⅰ 2

教 育 課 程 及 び

指 導 法 に 関 す

る科目

・教育課程の意義及び編成の方法 教育課程論 2 2 2

・各教科の指導法

数学

数学科教育法Ⅰ 2 2 2

数学科教育法Ⅱ 2 2

数学科教育法Ⅲ 2 2

数学科教育法Ⅳ 2

理科

中等理科教育法Ⅰ 2 2 2

中等理科教育法Ⅱ 2

中等理科教育法Ⅲ 2 2

中等理科教育法Ⅳ 2 2

情報
情報科教育法Ⅰ 2 2

情報科教育法Ⅱ 2 2

工業 工業科教育法Ⅰ 2 2

・道徳の指導法 道徳教育の理論と方法 2 2

・特別活動の指導法 特別活動の理論と方法 2 2 2

・教育の方法及び技術（情報機

器及び教材の活用を含む。）

教育方法学概説 2
　2 　2

教育方法論 2

生徒指導 , 教育

相 談 及 び 進 路

指 導 等 に 関 す

る科目

・生徒指導の理論及び方法

・進路指導の理論及び方法

生徒・進路指導の理論と方法

（中等）
2 2 2

・教育相談（カウンセリングに
関する基礎的な知識を含む）
の理論及び方法

教育相談の理論と方法（中等） 2 2 2

教育実習

中学校教育実習Ⅰ 3 3 事前・事後

指導１単位

を含む。

中学校教育実習Ⅱ 2 2

高等学校教育実習 3 3

教職実践演習 教職実践演習（中・高） 2 2 2

合　　計 33以上
25以上

数学

理科

工業

27以上 情報

※　教職実践演習は，平成21年度以前入学生が修業年限を超えて在学する場合は，改正後の規定を適用する。
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４．免許状に必要な単位の履修について

　【別表２】「教科に関する科目」の履修について

　次の「教科に関する科目」は，専門科目の他に開講される。

　　※隔年開講の科目があるため注意すること。

〈　理　科　〉

授業科目 単位

履　修　配　当　年　次
中

学

校

高

等

学

校

対象学科 備　考１年 ２年 ３年 ４年

前 後 前 後 前 後 前 後

物理学概論Ⅰ 2 ○ 必 必 機能物質

隔年開講

（奇数年度）

物理学実験Ⅰ 1 集中 必 　 機能物質

化学概論Ⅰ 2 集中 必 必 物理・ 

化学実験Ⅰ 1 集中 必 　 物理

生物学概論Ⅰ 2 ○ 必 必 物理・機能物質 毎年開講

生物学実験Ⅰ 1 集中 必 　 物理・機能物質
隔年開講

（偶数年度）
地球科学 2 集中 必 必 物理・機能物質

地学実験Ⅰ 1 集中 必 物理・機能物質

〈　工　業　〉

授業科目
単

位

履　修　配　当　年　次

対象学科 備　考１年 ２年 ３年 ４年

前 後 前 後 前 後 前 後

職業指導 ２ 集中

機能物質化学科

（機能材料化学コース）

機械システム工学科

電気電子工学科

都市工学科

機能物質
（12 以前）

４. 免許状に必要な単位の履修について

【別表２】「教科に関する科目」の履修について 

次の「教科に関する科目」は，専門科目の他に開講される。 

※ 隔年開講の科目があるため注意すること。 

【理 科】物理化学科・機能物質化学科（物質化学コース）  

授業科目 
単
位

履 修 配 当 年 次 
中
学
校

高
等
学
校

対象学科 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

2 ○ 必 必 機能物質 

隔年開講 

（奇数年度） 

1 集中 必 機能物質 

2 集中 必 必 物理・ 

1 集中 必 物理 

2 ○ 必 必 物理・機能物質 毎年開講 

1 集中 必 物理・機能物質 
隔年開講 

（偶数年度） 
2 集中 必 必 物理・機能物質 

1 集中 必 物理・機能物質 

【工 業】機能物質化学科（機能材料科学コース）・機械システム工学科・電気電子工学科・都市工学科 

授業科目 単
位

履 修 配 当 年 次 

対象学科 備 考 1 年 2 年 3 年 4 年 

前 後 前 後 前 後 前 後 

職 業 指 導 2 集中 

機能物質化学科 

（機能材料化学コース） 

機械システム工学科 

電気電子工学科 

都市工学科 

機能物質 
(12以前) 

物 理 学 概 論 Ⅰ

物 理 学 実 験 Ⅰ

化 学 概 論 Ⅰ

化 学 実 験 Ⅰ

生 物 学 概 論 Ⅰ

生 物 学 実 験 Ⅰ

地 球 科 学

地 学 実 験 Ⅰ



−　195　−

　【別表３】教職に関する科目の履修について（平成28年度以降入学者用）

〈教育学部で開講される教職に関する科目〉

授業科目

履修配当年次
単位

備　　考１年 ２年 ３年 ４年

前 後 前 後 前 後 前 後 必修 選択

教職概説 ◯ 2 他学部用クラス

教育原理 ◯ 2 他学部用クラス

教育史 ◯ 2

発達と学習の心理学 2 他学部用クラス

現代教育論 ◯ 2 他学部用クラス

社会教育概論Ⅰ ◯ 2

教育課程論 2 他学部用クラス

数学科教育法Ⅰ ◯ 2 中学・高校　必修

数学科教育法Ⅱ ◯ 2 高校は選択

数学科教育法Ⅲ ◯ 2 高校は選択不可

数学科教育法Ⅳ ◯ 2 高校は選択不可

中等理科教育法Ⅰ ◯ 2 中学・高校　必修

中等理科教育法Ⅱ ◯ 2 中学・高校　選択

中等理科教育法Ⅲ ◯ 2 高校は選択

中等理科教育法Ⅳ ◯ 2 高校は選択

道徳教育の理論と方法 ◯ 2 中学のみ

特別活動の理論と方法 ◯ 2

教育方法学概説 ◯ 2 選択必修

（どちらか１科目）教育方法論 ◯ 2

生徒・進路指導の理論と方法（中等） ◯ 2

教育相談の理論と方法（中等） ◯ 2

中学校教育実習Ⅰ ◯ ◯ 3
中学は５単位

高校は３単位
中学校教育実習Ⅱ ◯ ◯ 2

高等学校教育実習 ◯ ◯ 3

教職実践演習（中・高） ◯ 2

人権教育論 ◯ 2 教科又は教職に関する科目

教育評価 ◯ 2 教科又は教職に関する科目

教育統計Ⅰ ◯ 2 教科又は教職に関する科目

〈理工学部で開講される教職に関する科目〉

情報化教育法Ⅰ 2

情報化教育法Ⅱ 2

工業科教育法Ⅰ 2

【別表３】教職に関する科目の履修について（平成 28年度以降入学者用） 

〈教育学部で開講される教職に関する科目〉 

授 業 科 目

履修配当年次 
単位 

備  考 １年 ２年 ３年 ４年 

前 後 前 後 前 後 前 後 必修 選択 

教職概説 ○ 2 他学部用クラス 

教育原理 ○ 2 他学部用クラス 

教育史 ○ 2 

発達と学習の心理学 集中 2 他学部用クラス 

現代教育論 ○ 2 他学部用クラス 

社会教育概論Ⅰ ○ 2 

教育課程論 集中 2 他学部用クラス 

数学科教育法Ⅰ ○ 2 中学・高校 必修 

数学科教育法Ⅱ ○ 2 高校は選択 

数学科教育法Ⅲ ○ 2 高校は選択不可 

数学科教育法Ⅳ ○ 2 高校は選択不可 

中等理科教育法Ⅰ ○ 2 中学・高校 必修 

中等理科教育法Ⅱ ○ 2 中学・高校 選択 

中等理科教育法Ⅲ ○ 2 高校は選択 

中等理科教育法Ⅳ ○ 2 高校は選択 

道徳教育の理論と方法 ○ 2 中学のみ 

特別活動の理論と方法 ○ 2 

教育方法学概説 ○ 2 選択必修 

(どちらか１科目) 教育方法論 ○ 2 

生徒・進路指導の理論と方法(中等) ○ 2 

教育相談の理論と方法（中等） ○ 2 

中学校教育実習Ⅰ ○ ○ 3 
中学は 5単位 

高校は 3単位 
中学校教育実習Ⅱ ○ ○ 2 

高等学校教育実習 ○ ○ 3 

教職実践演習（中・高） ○ 2 

人権教育論 ○ 2 教科又は教職に関する科目 

教育評価 ○ 2 教科又は教職に関する科目 

教育統計Ⅰ ○ 2 教科又は教職に関する科目 

〈理工学部で開講される教職に関する科目〉 

情報科教育法Ⅰ ○ 2 

情報科教育法Ⅱ ○ 2 

工業科教育法Ⅰ ○ 2 
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７．教員免許状取得のための履修モデル

○数理科学科
中学校・高等学校教員免許状〔数学〕取得のための履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修
日本国憲法

必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ

選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D

必修
数理文書作成

選択 選択 　選択必修 選択必修
微分積分学Ⅰ 微分積分学Ⅱ 　代数学Ⅰ 代数学Ⅱ

選択 選択 　選択必修
微分積分学演習Ⅰ 微分積分学演習Ⅱ 　代数学Ⅲ

選択 選択 　選択必修 選択必修 選択必修
線形代数学 代数学基礎 　幾何学Ⅰ 幾何学Ⅱ 幾何学Ⅳ

選択 選択 　選択必修
線形代数学演習 代数学基礎演習 　幾何学Ⅲ

選択 選択 　選択必修 選択必修
集合・位相Ⅰ 集合・位相Ⅱ 　解析学Ⅰ 解析学Ⅱ

選択 選択 選択 　選択必修 選択必修
集合・位相演習Ⅰ 集合・位相演習Ⅱ 解析学演習 　確率解析学 数理統計学

選択
微分方程式論Ⅰ

　選択必修 選択必修
　プログラミング 情報数理学

選択 選択
微分方程式論演習 微分方程式論Ⅱ

選択 選択
複素関数論Ⅰ 複素関数論Ⅱ

選択 選択
複素関数論演習 位相幾何学

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修 必修（高校選択） 必修（高校不）
数学科教育法Ⅰ 数学科教育法Ⅱ 数学科教育法Ⅲ

選択（高校不）
数学科教育法Ⅳ

必修 必修（高校不）
特別活動の理論と方法 道徳教育の理論と方法

選択必修 選択必修
教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理論
と方法（中等）

教育相談の理論と方法
（中等）

必修

以
上

必修
教職実践演習

(中・高)

中学校教育実習Ⅰ
中学校教育実習Ⅱ
高等学校教育実習

教職実践演習

※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教育実習については、中学校免許は5単位選択必修、
　　 高校免許は3単位選択必修
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

教科または教職に
関する科目

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教科に関する科目
20以上

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目

教育実習

教
職
に
関
す
る
科
目

中
学
校

高
等
学
校

教員免許法区分 授　業　科　目　名

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2

情報機器の
操作　2
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○物理科学科
中学校・高等学校教員免許状〔理科〕取得のための履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修 
日本国憲法
必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ
選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D

必修
計算機物理学A

必修 必修 必修 必修 必修(高校選択) 必修
物理学概論A 物理学概論B 物理学実験A 生物学概論Ⅰ 地学実験Ⅰ 化学概論Ⅰ

必修
地球科学 化学実験Ⅰ

必修(高校選択)
生物学実験Ⅰ

選択 選択 選択
物理数学B 物理数学C 物理数学D

選択 選択 選択 選択
力学A 力学B 力学C 力学D

選択 選択 選択 選択 選択
熱力学 電磁気学Ⅰ 電磁気学Ⅱ 電磁気学Ⅲ 電磁気学Ⅳ

選択 選択 選択
波動 量子力学A 量子力学B

選択 選択
放射線物理学 相対論

選択 選択
統計力学A 統計力学B

選択
物性物理学

選択
計算機物理学B

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修 必修（高校選択）
中等理科教育法Ⅰ 中等理科教育法Ⅲ

選択 必修（高校選択）
中等理科教育法Ⅱ 中等理科教育法Ⅳ

必修 必修（高校不）
特別活動の理論と方法 道徳教育の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理論
と方法（中等）

教育相談の理論と方
法（中等）

必修

以
上

必修
教職実践演習

(中・高)

教員免許法区分
授　業　科　目　名

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2
情報機器の

操作　2

教科に関する科目
20以上

必修(高校選択)

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目
中
学
校

高
等
学
校

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教育実習
※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教育実習については、中学校免許は5単位選択必修、
　　 高校免許は3単位選択必修
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

中学校教育実習Ⅰ
中学校教育実習Ⅱ
高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目
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○知能情報システム学科
中学校・高等学校教員免許状〔数学〕取得のための履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修
日本国憲法

必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ

選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D

必修
技術文書作成

必修 必修
プログラミング演習Ⅰ プログラミング演習Ⅱ

必修 必修 必修
線形数学Ⅰ 線形数学Ⅱ 確率統計

　選択必修 選択必修 選択必修
　基礎解析学Ⅰ データ構造と

アルゴリズム
プログラミング言語論

　選択必修 選択 選択
　基礎解析学Ⅱ 工業数学Ⅰ 形式言語とオートマト

ン
グラフと組合せ コンパイラ

選択 選択 選択 選択
情報理論 情報代数と符合理論 数理解析 モデリングと

シミュレーション

選択 選択
工業数学Ⅱ 人工知能

選択
記号論理学

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修 必修（高校選択） 必修（高校不）
数学科教育法Ⅰ 数学科教育法Ⅱ 数学科教育法Ⅲ

選択（高校不）
数学科教育法Ⅳ

必修 必修（高校不）
特別活動の理論と方法 道徳教育の理論と方法

選択必修 選択必修
教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理
論と方法（中等）

教育相談の理論と方法
（中等）

必修

以
上

必修
教職実践演習

(中・高)

教育実習 ※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教育実習については、中学校免許は5単位選択必修、
　　 高校免許は3単位選択必修
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

中学校教育実習Ⅰ
中学校教育実習Ⅱ
高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

教科に関する科目
20以上

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目

中
学
校

高
等
学
校

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教員免許法区分 授　業　科　目　名

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2

情報機器の
操作　2
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○知能情報システム学科
高等学校教員免許状〔情報〕取得のための履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修
日本国憲法

必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ

選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D

必修
技術文書作成

必修 必修
プログラミング演習Ⅰ プログラミング演習Ⅱ

　選択必修 選択必修 必修
　計算機アーキテクチャ ハードウェア実験 情報社会と倫理

必修 必修
データベース 情報ネットワーク

必修 必修
コンピュータグラフィックス 情報と職業

選択 選択 選択 選択 選択
論理設計 応用線形数学 ソフトウェア工学 オペレーティング

システム
デジタル通信技術

選択 選択 選択
オブジェクト指向開発 情報システム実験 情報ネットワーク実験

選択 選択
システム開発実験 モデリング・シミュレー

ション実験

選択 選択
信号処理 画像情報処理

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修 必修
情報科教育法Ⅰ 情報科教育法Ⅱ

必修 必修（高校不）
特別活動の理論と方法 道徳教育の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理論
と方法（中等）

教育相談の理論と方法
（中等）

必修

必修
教職実践演習

(中・高)

※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

教科に関する科目
20以上

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目以
上

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教育実習

教員免許法区分 授　業　科　目　名

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2

情報機器の
操作　2
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○機能物質化学科
中学校・高等学校教員免許状〔理科〕取得のための履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修 
日本国憲法
必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ
選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D
必修 必修
情報基礎演習Ⅰ 情報基礎演習

Ⅱ　選択必修 選択必修 必修 必修 必修(高校選択) 必修
　基礎化学実験Ⅰ 基礎化学実験Ⅱ 無機化学Ⅰ 生物学概論Ⅰ 地学実験Ⅰ 物理学概論Ⅰ

必修 必修
有機化学Ⅰ 地球科学

必修(高校選択)
物理学実験Ⅰ

必修(高校選択)
生物学実験Ⅰ

選択 選択 選択 選択
化学熱力学Ⅰ 固体科学 無機化学Ⅱ セラミック工学

選択 選択 選択 選択
基礎分析化学 有機反応化学Ⅰ 錯体物性化学 先端無機化学

選択 選択 選択
分子計測化学 機能有機化学Ⅰ 有機金属化学Ⅰ

選択 選択 選択
化学工学基礎Ⅰ 構造生物化学 有機金属化学Ⅱ

選択 選択 選択
量子化学Ⅰ 高分子物性化学 統計熱力学

選択 選択
化学熱力学Ⅱ 分子分光学

選択 選択
量子化学Ⅱ 構造化学

選択 選択
物質循環化学 分離化学
選択
溶液化学
選択
化学工学基礎Ⅱ
選択
電気分析化学

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修 必修（高校選択）
中等理科教育法Ⅰ 中等理科教育法Ⅲ

選択 必修（高校選択）
中等理科教育法Ⅱ 中等理科教育法Ⅳ

必修 必修（高校不）
特別活動の理論と方法 道徳教育の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理
論と方法（中等）

教育相談の理論と方法
（中等）

必修

以
上

必修
教職実践演習

(中・高)

教育実習 ※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教育実習については、中学校免許は5単位選択必修、
　　 高校免許は3単位選択必修
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

中学校教育実習Ⅰ
中学校教育実習Ⅱ
高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

教科に関する科目
20以上

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目
中
学
校

高
等
学
校

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教員免許法区分
授　業　科　目　名

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2
情報機器の

操作　2
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○機能物質化学科
高等学校教員免許状〔工業〕取得のための履修モデル

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
必修 
日本国憲法
必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ
選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D
必修 必修
情報基礎演習
Ⅰ

情報基礎演習
Ⅱ選択必修 選択必修 必修

化学基礎Ⅰ
及び演習

化学基礎Ⅲ
及び演習

職業指導

選択必修 選択必修 選択 選択 選択 選択
化学基礎Ⅱ
及び演習

化学基礎Ⅳ
及び演習

無機化学 応用無機化学 無機材料科学 無機材料工学

選択 選択 選択 選択
有機化学 応用有機化学 生物化学 高分子化学

選択 選択 選択 選択
物理化学Ⅰ 物理化学Ⅱ 応用物理化学 化学工学Ⅱ

選択 選択 選択 選択
分離分析化学 化学工学Ⅰ 分離工学 機能物質化学実験Ⅳ

選択 選択 選択 選択
機能物質化学実験
Ⅰ

機器分析化学 反応工学 科学英語Ⅱ

選択 選択
機能物質化学実験
Ⅱ

環境化学

選択
機能物質化学実験
Ⅲ選択
科学英語Ⅰ

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修
工業科教育法Ⅰ

必修
特別活動の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理
論と方法（中等）

教育相談の理論と方
法（中等）

必修

必修
教職実践演習

(中・高)

授　業　科　目　名

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2
情報機器の

操作　2

教員免許法区分

教科に関する科目
20以上

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教育実習

※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

教育課程及び
指導法に関す

る科目

教
職
に
関
す
る
科
目

以
上
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○機械システム工学科
高等学校教員免許状（工業）取得のための履修モデル

必修 
日本国憲法
必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ
選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D
必修 必修
情報基礎演習
Ⅰ

情報基礎演習
Ⅱ選択必修 選択必修 必修

工業力学Ⅰ 工業力学Ⅱ 職業指導

選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択
工業力学演習
Ⅰ

工業力学演習
Ⅱ

ベクトル解析学 数値計算法 機械工学実験Ⅰ 機械工学実験Ⅱ エネルギー変換工
学Ⅱ

選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択
機械工作Ⅰ 機械工作Ⅱ 材料力学Ⅰ 機械材料 科学技術英語 創造工学演習 トライボロジー概論

選択 選択 選択 選択
機構学 材料力学演習 材料力学Ⅱ 機械力学Ⅰ 弾・塑性力学

選択 選択 選択 選択
流体工学 流体力学 機械工学設計製図 機械力学Ⅱ

選択 選択 選択 選択
流体工学演習 熱力学Ⅱ 流体機械 エネルギー変換工学

Ⅰ選択 選択 選択 選択
熱力学Ⅰ 機械工作実習Ⅱ 伝熱工学 機械制御Ⅱ

選択 選択 選択 選択
熱力学演習 機械要素設計製図

Ⅱ
機械制御Ⅰ メカトロニクス

選択 選択 選択 選択
機械工作実習Ⅰ 機械設計Ⅰ 計測工学 ロボット工学
選択 選択
機械要素設計製図
Ⅰ

機械設計Ⅱ

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修
工業科教育法Ⅰ

必修
特別活動の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理
論と方法（中等）

教育相談の理論と方
法（中等）

必修

必修
教職実践演習

(中・高)

教育実習

※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2
情報機器の

操作　2

教科に関する科目
20以上

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目
以
上

教員免許法区分
授　業　科　目　名

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
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○電気電子工学科
高等学校教員免許状（工業）取得のための履修モデル

必修 
日本国憲法
必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ
選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D
必修
情報基礎概論
必修
情報基礎演習
Ⅰ　選択必修 選択必修 選択必修 選択 必修 選択 選択
　微分積分学A
　及び演習

微分積分学B
及び演習

微分方程式及び演習 電気回路C及び演習 職業指導 電磁気学D及び演習 マイクロ波光工学

　選択必修 選択必修 選択必修 選択 選択 選択
　線形代数学A
　及び演習

線形代数学B
及び演習

複素関数論 電磁気学B及び演習 電気回路D及び演習 技術英語

　選択必修 選択必修 選択 選択 選択 選択
　電気系基礎数
　学及び演習

ベクトル解析学 電気回路B及び演習 電子回路B及び演習 電磁気学C及び演習 技術者倫理

　選択必修 選択必修 選択 選択 選択 選択
　基礎力学 情報処理演習 電磁気学A及び演習 電気電子工学実験B 電気電子工学実験C 電気電子工学実験D

　選択必修 選択必修 選択 選択 選択 選択
　基礎物理学A 基礎物理学B 電子回路A及び演習 論理回路 アナログ回路設計 LSI回路設計

選択 選択 選択 選択 選択
電気回路A及び
演習

電気電子工学実験A 信号解析論 電気電子材料学 オプトエレクトロニクス

選択 選択 選択
電子計測 半導体デバイス工学 プラズマエレクトロニクス

選択 選択 選択
電子物性論 電気機器学 環境電気工学

選択 選択 選択
工業力学 システム制御学 電気法規及び電力管

理
選択 選択 選択
エネルギーシステム工
学

プログラミング論及び演
習

パワーエレクトロニクス

選択 選択(開講しない) 選択
情報通信工学 光通信技術 コンピュータ概論

選択 選択 選択
基礎情報理論 電気設計学 情報伝送工学

選択(開講しない) 選択
通信法規 集積回路デバイス工学

選択
エネルギー変換工学

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理学

選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修
工業科教育法Ⅰ

必修
特別活動の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理
論と方法（中等）

教育相談の理論と方
法（中等）

必修

必修
教職実践演
習(中・高)

教育実習

※　各枠内から、2単位以上修得すること
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2

情報機器の
操作　2

教科に関する科目
20以上

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目
以
上

教員免許法区分
授　業　科　目　名

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期

1



−　206　−

○都市工学科
高等学校教員免許状（工業）取得のための履修モデル

必修 
日本国憲法
必修 必修
体育実技Ⅰ 体育実技Ⅱ
選択必修 選択必修 選択必修 選択必修
英語A 英語B 英語C 英語D
必修 必修
情報基礎概論 情報基礎演習Ⅱ

必修 必修
都市工学概論 職業指導

選択 選択 選択 選択 選択 選択 選択
微分積分演習
Ⅰ

微分積分演習Ⅱ 現代建築概論 専門基礎英語Ⅱ 地盤工学 都市工学ユニット演習 建築デザイン手法
選択 選択 選択 選択 選択 (都市環境基盤)
線形代数演習 専門基礎英語Ⅰ アーバンデザイン 地盤工学実験演習 地盤環境学 (構造工学)
選択 選択 選択 選択 選択
力学演習 図学 土質力学 水工水理学 水工学実験演習
選択 選択 選択 選択 選択 選択
工学基礎演習 構造力学演習Ⅰ 水理学 鉄筋コンクリート工学 環境衛生工学 流域水工学
選択 選択 選択 選択 選択
建設材料学 建築環境デザイン学 工業数学 水環境システム工学 環境生態工学 地震工学
選択 選択 選択 選択 選択 選択
測量学 統計数理 計画システム分析 構造解析学 コンクリート構造工学 建設施工・維持管理工学

選択 選択 選択 選択
測量学実習 基礎設計製図演習 都市計画 鉄骨構造学 都市交通計画

選択 選択 選択
構造力学演習Ⅱ 都市解析演習 構造・材料実験演習 都市・地域環境計画
選択 選択 選択 選択
技術者倫理 建築都市デザイン演習Ⅰ 都市防災工学 建築法制度とデザイン

選択 選択 選択
居住環境計画 建築都市デザイン演習Ⅱ 建築環境工学演習

Ⅱ選択 選択
建築空間史Ⅰ 地域施設計画
選択 選択
建築環境工学Ⅰ 建築空間史Ⅱ
選択 選択
鉄筋コンクリート構造 建築環境工学Ⅱ

選択
建築環境工学演習Ⅰ
選択
鉄筋コンクリート構造設計

必修
教職概説

必修 必修
現代教育論 教育原理

選択
教育史

必修
発達と学習の心理
学選択
社会教育概論Ⅰ

必修
教育課程論

必修
工業科教育法Ⅰ

必修
特別活動の理論と方法

　選択必修 選択必修
　教育方法学概説 教育方法論

必修 必修
生徒・進路指導の理論と
方法（中等）

教育相談の理論と方
法（中等）

必修

必修
教職実践演習

(中・高)

高等学校教育実習

教職実践演習

教科または教職に
関する科目

(建築都市デザイン)

教
職
に
関
す
る
科
目

教職の意義に
関する科目

教育の基礎理
論に関する科

目

教育課程及び
指導法に関す

る科目
以
上

教科に関する科目
20以上

生徒指導、教育相
談及び進路指導等

に関する科目

教育実習

※　枠内から、2単位以上修得すること
※　教科に関する科目、教職に関する科目、教科または
　　 教職に関する科目あわせて59単位以上修得すること

６
６
条
の
６

日本国憲法

体育

外国語コミュニ
ケーション2
情報機器の

操作　2

教員免許法区分
授　業　科　目　名

1年前期 1年後期 2年前期 2年後期 3年前期 3年後期 4年前期 4年後期
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・地域

理工学部建物配置図
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